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が奏される部分が随所に現れる。演奏者は鍵盤上の “完全4度の幅 ” を練習や実践において身に付け、
8,10,20,21,23小節で即興に活かしている（図16）。
（図16）完全4度の幅













































































































① 学生 A 学生 B, C
② 学生 B
③ 学生 A 学生 B 学生 C










① 学生 C 学生 A 学生 B
② 学生 B
③ 学生 B 学生 A 学生 B 学生 C







































































































































だすフレーズが気に入ったものになるよう音選びに “こだわり ” が出てきて、最終的には音による自
己表現へと到達する事が学生の姿から認識する事ができた。そこには言葉以外の「音や身体によるコ
ミュニケーション」があり、互いを聴くことから “音楽そのもの ”を体感し、全身で表現する楽しさ
が見られた。
　ジャズの即興演奏は、楽典的な知識や楽器演奏の技術を駆使した即興能力がなくてはならず、音楽
を専門とする者や、ジャズ愛好家だけが演奏するというイメージがある。しかし、ジャズという “即
興を内包した音楽形態 ”には、初心者が即興をどのようにして身に付けてゆくか、それらを学ぶため
の一つの確立された方法があり、その過程において伴奏付けのアレンジ力や、メロディーやリズムの
創作という、保育活動において保育者が必要とされる技術を身に付ける事ができると考える。また、
即興がどのように行われているのかを保育者自身が体得する事によって、子ども達が主体となって行
う即興をテーマとした保育活動をイメージすることに繋がり、共に楽しく創作活動を展開することが
できるようになるのではないだろうか。
　音楽で子ども達とコミュニケーションをとることが出来たとき、保育者は即興演奏に喜びとやりが
いを感じるにちがいない。
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